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「超伝導を示すTsai型準結晶関連物質の探索」
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1984年にD. Shechtmanによって初めて報告された準結晶[1]およびその関連物質に対し、構造・結晶学的な興味だ

けではなく、その物性にも非常に強い興味が持たれている。磁性研究や強相関電子系の研究は近年急速に進んで
おり[2,3]、とりわけ2018年に発見されたAl-Zn-Mg系Bergman型準結晶における超伝導[4]は準結晶初の超伝導として
非常に大きな注目を集めた。この起源やCooper対の形成機構に対し強く興味が持たれる反面、その転移温度はTC ~
50 mKと非常に低く、その詳細な物性測定の大きな妨げとなっている。

準結晶と局所構造を同一にしながら、その原子配列は周期性を持つ系を近似結晶といい、準周期関連物質として
また精力的な研究対象になっている。先に述べたAl-Zn-Mg系の1/1近似結晶ではAl含有量に超伝導転移温度が依
存する振る舞いが見られている。これはAl含有量変化に伴い一原子当たりの価電子濃度(e/a)が変わり、Fermi面が
チューニングされたことによるものと考えられる。

Tsai型準結晶・近似結晶における磁性研究では、組成・系を問わずe/aによって、系の磁気基底状態が反強磁性-
強磁性-スピングラスと統一的に記述されることが報告されている[5]。超伝導を示す系においてもこうした効果が期
待されるが、Tsai型準結晶・近似結晶における超伝導物質の報告はAu-Ge-Yb系1/1近似結晶[6]およびAu-Si-Y系1/1
近似結晶[7]の2例にとどまり、新規Tsai型準結晶関連物質が求められる状況である。

そこで本発表では、これまで磁性近似結晶・準結晶探索により得られた知見を活かし、非磁性系を中心とした物質
および物性探索を行ったため、これを報告する。アーク溶解・熱処理により作製した合金系に対する低温基礎物性
の測定結果を通し、超伝導の発現に関し議論を行う予定である。
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